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2019 年度 学生・若手技術者向け海外研究室見学及び技術交流会 参加者募集要項 

  

 国内の博士課程学生や若手技術者を対象として，海外研究室の訪問機会を提供することを目的として

います。この訪問を通じて，海外におけるパワーエレクトロニクスの研究の実情を実感してもらい，さ

らに，海外の研究者・学生との交流を促すことで将来に繋がる双方の関係の発展を期待します。 

 

1. ラボツアーの概要 

アメリカ・ボルチモアにて開催される国際会議 ECCE 2019（9/29～10/3）にあわせて，バージニア工

科大学を訪問し，研究施設・内容の視察および技術交流会を開催します。 

訪問先:  Center for Power Electronics, VT (Prof. Dushan Boroyevich) 

https://cpes.vt.edu/ 

 

2. スケジュール  ※状況に応じて若干変更する場合があります 

 

10/3 (木) 夕方 ECCE 会場近くの空港（BWI・DCA・IAD）から出発 

 夜 ロアノーク＝ブラックスバーグ・リージョナル空港（ROA）到着 

  ROA近くのホテルに宿泊 

10/4 (金) 午前 バージニア工科大学へ移動（車で 40 分程度） 

 午後 13:00—14:00 ラボツアー参加者からプレゼン（日本側の研究者紹介） 

  14:00— ラボツアー（CPES の研究紹介，デモンストレーション） 

  18:00— Prof. Dushan Boroyevich，研究室メンバーとの夕食会 

 夜 ROA近くのホテルに移動（車で 40 分程度）・宿泊 

10/5 (土)  ROAより各自帰国 

 

研究室訪問及び技術交流会は 10/4 (金)午後のみの実施予定です。宿泊・移動に関しては、参加

者への情報提供を行いますが，手配は参加者各自でお願いします。 

 

3. 参加に必要となる費用の目安 

研究室訪問及び技術交流会にかかわる費用は，基本的に参加者の自己負担となります。 

・交通費：ワシントン D.C. ～ロアノーク（ROA）  24,000 円 

・宿泊費：ロアノーク周辺のホテル（2 名 1 室 2 泊）  16,000 円 

・その他：ROAからバージニア工科大学への交通費や夕食会も実費負担 

https://cpes.vt.edu/


4. 学生参加者に対する参加費用の助成 

学生の参加者に対しては、交通費・宿泊費として 1 人あたり 40,000 円を 10 名に助成します。 

助成を希望する学生参加者が 10 名を超えた場合など、状況に応じて助成対象者を選考するか 1 人

あたりの支給額を減額します。助成を希望せずに参加することも可能です。 

 

5. 参加者の応募資格と募集数について 

・応募資格：電気学会 産業応用部門の会員である若手技術者または学生で、原則として技術交流

会でのプレゼンテーションを引き受けることができる方 

・募集数：最大 20 名程度（CPES 側の受け入れ体制によって変更の可能性あり） 

※ ECCE2019 への参加や発表の有無は問いません。 

 

6. 選考について 

・参加者 

希望者多数の場合は，博士後期課程の学生，博士課程を志す修士課程の学生，若手技術者の順

で優先します。ただし，参加者の研究テーマによっては優先順位を変更する場合があります。 

・参加費用の助成（学生のみ） 

博士後期課程の学生を優先します。希望者が 10 人を超える場合，助成対象者を選考するか 1

人当たりの支給額を減額します。選考が必要な場合は，希望者の研究内容も考慮して助成対象

者を決定します。 

 

7. 募集期間と応募方法 

・募集期間：2019 年 5 月 13 日(月)～7月 5日(金)  

・応募方法：応募様式に必要事項を記入のうえ，メールに添付 

・応募先：東京理科大学 萬年 智介（mannen@rs.tus.ac.jp）， 

横浜国立大学 小原 秀嶺 （obara-hidemine-mh@ynu.ac.jp）の 2 名宛て（To フィールド） 

※ ラボツアー中に問題が発生した場合，担当者が支援を行いますが基本は自己責任となります。

万一に備え，各自で海外保険に加入しておいてください。 

 

8. 主催 

産業応用部門 半導体電力変換技術委員会  

委員長   船渡 寛人（宇都宮大学） 

企画担当 萬年 智介（東京理科大学），小原 秀嶺（横浜国立大学）   

 

9. 共催 

産業応用部門 国際委員会 

委員長   玉井 伸三（東芝三菱電機産業システム） 

PPEJ（Ph.D. candidates of Power Electronics in Japan） 

代表     松原 壱樹（首都大学東京）                                         以上 

mailto:mannen@rs.tus.ac.jp
mailto:obara-hidemine-mh@ynu.ac.jp


2019 年度 学生・若手技術者向け海外研究室見学及び技術交流会 記入例 

  

氏名 Taro Denki 電気 太郎 

所属 Nihon Denki University 日本電機大学 

学年・役職 博士課程 1 年 

応募枠 
■ 博士課程の学生    □ 若手技術者    □ その他（            ） 

□ 修士課程の学生（博士課程へ進学  □ 予定  □ 検討中  □ しない） 

メールアドレス taro.denki@nihondenki.ac.jp 

指導教員 Jiro Gakkai 学会二郎 

参加費用の助成 

■ 応募する（学生：採択されなくてもラボツアーには参加する） 

□ 応募する（学生：採択されない場合ラボツアー参加をとりやめる） 

□ 応募しない（学生）             □ 応募しない（若手技術者） 

参加スケジュール 
■ ラボツアー（4 日午後の全スケジュールに参加予定） 

□ 一部のみ参加予定（参加時間帯・理由等：                         ） 

研究テーマ 
パワーエレクトロニクスに関する研究 

How to Use Power Electronics 

技術交流会での 

プレゼン 

研究・技術に関する内容：■ ぜひしたい  □ してもよい  □ したくない 

その他（研究生活など）：□ ぜひしたい  ■ してもよい  □ したくない 

□ 技術交流会に参加しない  

研究内容（400 字程度）  

本研究では、パワーエレクトロニクスの・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ということが得られた。 

 

 

 

 


